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スタンプラリーゴール 

No．90 
2018．3．1発行 

町田市青少年健全育成 

玉川学園地区委員会 

会長   舩生  みどり 

kenzentama@gmail.com 

選挙の為開催日を急遽変更する事態が起きましたが、関係諸団体や地域の方々のご協力のおかげで無事に子

どもまつりを開催できました。心より感謝申し上げます。 

今回は、各コーナーに合わせて「こんにちは」「ボンジュール」「ボンジョルノ」「ハロー」etc 世界の言葉で挨拶を交

わしてから遊ぶというものでした。挨拶という魔法の言葉のおかげで、地域の大人と子どもも和気あいあいと楽しめ

ました。オープニングではお神輿を大人と子どもたちが一緒になって、ワッショイワッショイと校庭を練り歩き、昨今

本当のお神輿をかつぐ機会のない子どもたちには、おまつりという雰囲気を堪能する良い経験となったのではない

でしょうか。毎年毎年の秋の子どもまつりですが、飽くことのない、素敵な楽しいおまつりとして、この地域に永遠に

定着していくことを願うばかりです。皆様、どうぞ今後もお力添えをよろしくお願い致します。 

＜秋の子どもまつり実行委員長 舩生みどり＞ 

第 31回 秋の子どもまつり 

2017年 11月 5日（日） 

町田第五小学校にて開催 

参加者 延 1200名 

竹ぽっくりでイーアルサン 
（1、2、3、）！ 

子ども神輿 

南大谷中美術部 〈ら・ぽルと〉吹奏楽団 

わーるど君 
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「吹き矢」はジャンボ！ 

的をねらって、息をためて、思いっきり「フッツ！」と矢を吹く。 

「プッツ！」 ライオンに刺さる。「やった、やったジャンボ！」 子どもたち 

の歓声があがり、目が輝く。 

「吹き矢」は今年初めてのコーナーで上手に遊べるだろうかと心配しました 

が、なんとか子どもたちにも喜んでもらえたようだ。 

「的に刺さる」この野蛮な試みが子ども達の野生味を呼び込んだのでしょう。 

吹き矢コーナーのテーマはアフリカ。挨拶はジャンボ！まさに野生児たちの 

血が騒いだ楽しい一日でした。 

秋の子どもまつりに参加して  出店団体、実行委員、その他協力団体より 

遊びのコーナーより…「吹き矢」を飛ばしてみよう 

玉川少年剣道 

育成会 

すい～とまま 

国士舘 
子どもボランティア部 

城南信金の方々 

よく晴れた青空のもと、町田第五小学校にて開催された秋の子どもまつりに今年も参加

させて頂きました。校門の前に到着すると、既に会場の準備が進められており、各ゲーム

会場や飲食店のテントを眺めながら開始時刻が待ち遠しくなりました。 

私は「トレビの泉」というゲームのスタッフとして参加させて頂きました。時間になると子供達

が校庭にどんどん集まってきて、1 時間もしないうちに会場は大賑わいになりました。 「トレ

ビの泉」も列が出来る程の人気ぶりで、楽しそうにゲームにチャレンジする子供達の姿を見

ていたら、時間があっという間に過ぎていきました。想像以上に大盛況だった秋の子どもま

つりに参加でき、普段とは違った玉川学園の姿が見られてよかったです。 

 

 
こんにちは！国士舘大学子どもボランティア部です。私たちは秋の子どもまつりに毎年バ

ルーンアートのコーナーで参加させていただいております。 

今年のテーマは世界の挨拶。たくさんの国の言葉が溢れ、昨年よりもより多くの人とコミ

ュニケーションを取ることができ、とても楽しかったです。参加するたびに、テーマや外装が

ガラリと変わり、大人から子供までたくさんの笑顔に溢れるこの秋の子どもまつりは今年も私

たちにとって、とても楽しく充実した時間となりました。また来年もたくさんの笑顔のためにお

手伝いさせていただけると嬉しいです。ありがとうございました。 

 

 

 

今年はお祭りが延期になったりと心配もありましたが、無事開催され出店者側・来場者側の

両面で楽しませていただき、ありがとうございました。 

玉川少年剣道育成会(玉剣)では一大イベントの一つとして毎年このお祭りに参加させてい

ただけることを楽しみにしています。 

私たちの団体は玉剣伝統のきなこ餅や新しく始めた菜箸名人を皆さんに喜んでもらえ、お

店の隣に設置した剣道ならではの打ち込み台に子供たちがはりきって挑戦していた姿に微笑

ましい気持ちになりました。 

玉剣は町五小体育館にて木曜夜と日曜午前中にお稽古をしています。親子での参加も女

の子も大歓迎です。少しでもご興味のある方、ぜひ一度体験にいらしてください。お待ちしてお

ります。 

 
初めて子ども祭りに参加して早いもので 23 年になります。最初の頃は、メンバーの娘・息子

は小学生で、お店の手伝いをしていました。「いらっしゃいませ」と大きな声で売子をしていたの

が思い出されます。出店内容も毎回試行錯誤でした。 

今ではジュース・スーパーボールすくいが定番となりました。 

「美味しかったからまた買いに来ちゃった！」と満面の笑みで小銭を握りしめ 3回も買いに来

てくれた子も、きっと立派に成長し良きパパになっている事でしょう。月日の経つのを感じます。 

こんなに長くやってこられたのも、子供達の笑顔にまた会いたいという強い思いからです。 

来年も、再来年もずっと続けていけたらと願っています。 

 

 

協力団体 

出店団体 

実行委員 

＜お手伝いをしていただいて 5年目＞ 

＜お手伝いをしていただいて 13年目＞ 
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☆参加した子どもたちの感想☆ 

・すごく片づけをしたくなった。 

・楽しくお片づけができることを学んだ。 

・自分の部屋は自分で片づけることにした。 

・片づけの仕方がわかった。 

 

地区委員研修 

 

 

 

 

研修 
連絡協議会 

 

 

 

 

研修 

 

研修イベント 

 

 

 

 

研修 

この受講を機に、親子で楽しくできる正しい片づけ方法を知って、イライラを解消！できたらと思い参加させてい

ただきました。受講してみると…そもそも片づけの根本が違っていました。まずは、必要なものと不要なものを分け

る、そして、よく使うものは、取り出しやすい場所へ。収納場所は物の住所ということ。使ったものは、それぞれの住

所に戻してあげるという考え。そのポイントに着目し、意識するだけで、時間も労力も効率的になり、あわせて子供

の目線や意見も取り入れてあげることで、片づけに対する自立性が 

11月 26日（日） 会場：桜実会デイサービス玉川学園デイフロア 

テーマは『片づけ』。親子で楽しくできる片づけの方法を学びました！ 

おうちも心もすっきり～今日からできる親と子のお片づけ～ 
 

講師 磐梨裕子先生（玉川学園在住） 
一般社団法人 親・子の片づけ教育研究所 マスターインストラクター 

備わって行くように感じました。子どもが自ら片づけられるようになる

→親がイライラしない→家族みんなが笑顔になれるのだなと実感し

ました。必要なもの＝大切なものという考えも生まれ、新しくものを買

うときもこれはどこにしまう？→無駄なものは買わない→ものを大切

にする心が生まれる、という流れが今後できたらと思います。    

                        ＜地区委員 千葉順子＞ 

地区委員会協力事業 

 

 

 

 

研修 

9月 17日、いっしょに歌おう♫ 第 2弾が開催されまし

た。今回は、秋の歌が中心。また、昔取った杵柄でお年

寄りが手まり歌を歌いながら上手にまりつきをやって見せ

ると、子どもも負けじとまりつきを 

してくれました。微笑ましい交流 

でした。昔懐かしい駄菓子屋さん 

コーナーも大好評でした！ 

 

すっかり定着したフラッグアート。地域と多世代をつな

ぎ、今年はいよいよ 10年目を迎えます。 

  昨年 8月には 4回目のフラッグアート教室 in玉川大学

が開催されました。テーマは「tamagawaサファリパーク」。

スプレーとスタンプの技法を 

用いて 10枚のフラッグに 

個性豊かな生き物たちが 

表現され、駅前商店街に 

展示されました。 

いっしょに歌おう♫ 第 2弾 

 

フラッグアート 

 

町田市では児童青少年課・指導課を中心として、子どもの放課後の居場所づくりのため

の「まちとも」事業を展開しています。昨年度から、活動内容の充実を図るため「新まちとも」

として、『放課後すぐに参加できる』 『屋内での活動場所も確保し、外遊びのほか学習活動

等もできる』 『週 5 日実施する』 等の取組を市内 10 校で始めています。（ただし、「新まち

とも」も現行の「まちとも」同様、学童保育クラブと異なりお子さんをお預かりする事業ではあり

ません。） 

南大谷小学校では、この 3 月中に 4 日間のプレ実施を行った後、4 月から「新まちとも」

を実施することになりました。現在、運営協議会を中心に準備を行っているところです。子ど

もたちの放課後の居場所としての選択肢が増えると共に、地域の方と子どもたちの交流の場

として発展することも期待しています。           ＜南大谷小学校校長 関 雅人＞ 

1月26日、町田市青少年健全育成地区委員会連絡協議会主催でパラリンピック競泳の

金メダリスト成田真由美さんが「自分の可能性を求めて」と題して健康福祉会館にて 90 分

間講演されました。中学生の時に脊髄炎に見舞われ、両下肢麻痺の障害にもめげずアトラ

ンタ以降４回のパラリンピックに連続出場、計15個の金メダルに輝くまでの道のりを感動的に

語られました。「目的を持って努力する大切さ」を力説されていたのが印象的でした。 

また、両親に対する感謝、身体に障害を持つ人の想い、アメリカでは障害者を優先させる 

1/19、先生方と新まち

ともについての意見交

換会を行いました。 

習慣が定着していること等を自身の体験に基づき熱く話してくださいました。一方、ラーメン好きで小田急線に乗って

町田に食べに来ることもあるという成田さんは持ち前の明るく前向きな性格で時折ユーモアを交え、80 名参加の会場

全体をリラックスさせてくれました。                                   ＜広報部 渡辺綱市＞ 
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～玉川学園地区委員会コミュニティマート企画～ 
（共催：ころころ児童館） 

 

11/10・11 町田第五小学校作品展 

 

＊＊編集後記＊＊ 

早いもので、今年度の広報部での活動も、後期『絆』の

配布をもって終了となります。今回も、メンバー一同、『絆』

が完成するまでの過程を楽しみながら、様々な行事をご

紹介することが出来ました。皆様の変わらぬご協力、ご支

援に感謝致します。               広報部一同 

 

学校行事 

 

ぴよたまの会は未就園児の親子を対象に、月１回、火曜日の 10 時半～11 時半、ころこ

ろ児童館学童保育室で開催しています。受付で参加費 100 円を払い、お土産の麦茶をも

らったら楽しい時間の始まりです！音楽に合わせて体を動かすリトミック、ピアノの音に合わ

せてダンスをするリズム遊び、体をほぐす親子ヨガ、リフレッシュできる親子エアロビクスなど、

プロの先生が毎回盛り沢山の内容で教えてくれるあっという間の１時間です。場所が児童館

なので、おもちゃの方に気を取られてしまうお子さんもいますが、気分に合わせて途中入退

室しても大丈夫です。また、おじい様とお孫さんで遊びに来てくれる方もいらっしゃいます。毎

回素敵な先生が魅力的な内容を用意してくれています。 

ぴよたまのお知らせのチラシは、町内会の掲示板などに貼ってあります。ぜひ気軽に遊び

にいらしてください！！                        ＜地区委員 浅見由香利＞ 

 

10/31 南大谷中学校合唱祭 

11/10・11 南大谷小学校作品展 

9/30 南大谷小学校運動会 

芸術の秋。今年度も子どもたちのたくさんの一生懸命な姿がありました！ 

その他地区委員会活動報告 

6/17  町五ふれあいまつり（キラキラしゃぼん玉） 

7/1   みなみおおやまつり（キラキラしゃぼん玉） 

7/28、29  玉川学園北口商店会夏祭り（ヨーヨー釣り出店） 

10/29 桜実会福祉祭り（焼き鳥屋出店） 

2/18  ひなた村に集合！ ―やきいも！クリームシチュー！ 

森のハンモック&丘すべり― 

 

♪この広報誌「絆」やイベントのチラシは玉川学園地区社

会福祉協議会及び玉川学園町内会のホームページで

もご覧になれます。 

♪平成 30年玉川学園地区委員会総会はコミュニティセン

ターホールにて5月18日（金）10時より開催予定です。 

きらきらしゃぼん玉 ヨーヨー釣り 

焼き鳥屋 


